
　
下
関
駅
か
ら
船
で
約
20
分
。
国

の
重
要
文
化
財
六
連
島
灯
台
、
ア

ル
コ
ー
ル
瓶
詰
め
う
に
発
祥
の

地
、
花
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
六

連
島
が
響
灘
に
浮
か
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
５
月
６
日
、
こ
の
島
の
名

称
に
ち
な
み
、
６
月
６
日
が「
六

連
の
日
」と
し
て
日
本
記
念
日
協

会
に
よ
り
記
念
日
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
離
島
振
興
を
担
う

市
役
所
企
画
課
西
村
主
事
の
一
言

か
ら
。「
六
連
島
っ
て
、
六
が
連

な
る
っ
て
書
く
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
６
月
６
日
を
六
連
の
日
に
し

た
ら
面
白
く
な
い
で
す
か
」　　

  
 

一
方
、
そ
の
頃「
島
に
は
砂
浜

が
あ
る
が
、
道
が
木
々
で
ふ
さ

が
っ
て
い
る
」と
聞
い
て
、
の
こ

ぎ
り
片
手
に
道
を
開
拓
し
始
め
た

人
た
ち
が
い
ま
し
た
。「
そ
ん
な
道

具
で
は
ら
ち
が
明
か
な
い
」と
見

か
ね
た
島
民
が
作
業
に
加
わ
り
、

つ
い
に
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
砂
浜

に
は
、途
方
も
な
い
漂
着
ご
み
が
。

「
せ
っ
か
く
の
砂
浜
が
台
無
し
だ
」

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
。
し
か
し
、
想
定
外
の
ご

居心地が良く、 楽しい。

関わるたびに好きになる。

➊島民の船でごみを運んだビーチクリーン大作戦。　❷慣れない農作業も楽しい。　❸初めて収穫した六連島のタマネギ。　➍前田市長へ
記念日登録を報告する六連島自治会の武島会長（左）と植村副会長（右）。「六連島をもっと知ってもらって、愛されて欲しいです」と市長。

参加する離島、六連島。
HERE

む 　 つ 　 れ 　 じ 　 ま

始
ま
り
は
一
言
か
ら

企画課　☎☎231-1480
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TONOさん

み
の
多
さ
で
、
途
方
に
暮
れ
て
い

る
と
、
ま
た
し
て
も
島
民
が
加
わ

り
、
一
緒
に
な
っ
て
砂
浜
を
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。

　

島
民
と
関
わ
る
た
び
、
六
連

フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
島
の
髙
端
輝
雄
さ
ん

（
故
人
）が
自
慢
の
甘
い
タ
マ
ネ
ギ

を
六
連
フ
ァ
ン
に
分
け
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
甘
さ
に
感
動
し
、
島

で
タ
マ
ネ
ギ
を
育
て
た
い
と
い
う

思
い
に
島
民
が
協
力
し
、
タ
マ
ネ

ギ
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
。

　

頻
繁
に
島
に
通
う
よ
う
に
な

り
、
い
つ
し
か
六
連
フ
ァ
ン
の
間

で
、
六
連
島
に
行
か
な
い
時
も
六

連
島
が
話
題
に
あ
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
、六
連
フ
ァ
ン
か
ら「
六

連
の
日
を
記
念
日
登
録
し
て
み
て

は
」と
の
提
言
が
。

　
こ
う
し
て
、六
連
島
自
治
会
で
、

記
念
日
登
録
す
る
か
ど
う
か
、
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
日
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

認
知
度
向
上
な
ど
計
り
知
れ
な
い

も
の
の
、
登
録
費
用
は
15
万
円
。

　
良
い
機
会
な
の
で
、
島
を
知
ら

な
い
人
に
は
魅
力
を
伝
え
、
新
た

な
六
連
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
。

周
囲
に
声
を
か
け
、
賛
同
し
た
150

人
が
千
円
ず
つ
出
し
合
い
、
記
念

日
登
録
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
六
連
島
自
治
会
長
の
武
島
正
文

六連ファンの声

六連島をもっと知りたい！

さ
ん
が
、
記
念
日
登
録
の
こ
と
を

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
方
が
た
く
さ

ん
い
て
、登
録
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
軸
に
、島
民
は
も
ち
ろ
ん
、

島
出
身
者
、
縁
者
、
島
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
、
よ
り
愛

着
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
六
連
島
は
観
光
地
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
験
や
交
流
に

来
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
で
島
の

良
さ
を
見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
」　

　
島
の
作
業
に
参
加
し
た
人
が
、

楽
し
く
て
六
連
フ
ァ
ン
に
な
る
。

島
民
も
い
つ
の
間
に
か
一
緒
に
作

業
に
加
わ
る
。
記
念
日
登
録
は
、

そ
ん
な
六
連
フ
ァ
ン
の
行
動
や
、

島
民
の
温
か
さ
、
心
意
気
な
ど
が

重
な
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
ま
た
、
新
し
い
何
か

が
始
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
て
い
る
間
は
、
六
連
島
へ
の
渡
島

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

山本由有貴さん

島の皆さんは、前から私を知っているかのように話しかけてくれ
ました。島では、子どもに戻れる感じがします。
背負っているものを下ろせる感じがします。
島に行くと、元気になれます！
子どもも大人も、ぜひ六連島に行って、リフレッシュしてください！

島には閉鎖的なイメージを持っていましたが、
ワクワクして行きました。
皆さん、温かかったです！
島には何もありません。坂もキツイです（笑）。

タマネギの収穫で、初めて六連島へ行きました。
一緒に行ったメンバーは、みんな初めて会った方
でしたが、自然の中で農作業をしていると、距
離が縮まりやすかったです。

でも、タマネギの苗の植え付けや収穫といった体験には、喜びと
感動がありました。
初めて生で食べた島のタマネギは、１口目が甘かったんです！
続けて２口目を食べたら、辛かったですね（笑）。
六連島は、温かみを感じられる島です！

記
念
日
登
録
の
先
に
あ
る
も
の

活動がある場合、登録したメールに詳細を送ります。
▶ 企画課　Ｍsskikaku@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

六連ファンサイト。

六連島の6つのキースポットを巡る冒険ガイド。
（企画課発行）

MUTSURE.JP

六連島冒険ガイド

六連島の皆さんと六連ファンが協力して、これまで色々なものが
誕生しました。

活動に参加
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